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看護における「ロールレタリング」の活用に関する考察
「ロールレタリング」の発展過程をとおして
關 　戸 　啓 　子
は じ め に
ロールレタリングは，クライエントが一人二役を
演じて，双方の立場から手紙を書く過程で，自己の
問題性に気づくことを意図した心理技法であり，
役割交換書簡法ともいわれている．この技法は，矯
正教育の場から発展し，現在では医療，カウンセリ
ング，学校教育へとその活用の広がりをみせている．
そこで，緊張した医療の現場において働く看護者，
あるいはそこで実習する看護学生への精神的支援と
してこの技法が活用できないかと考えた．今後の活
用の方向性を探るため，ロールレタリングの発展過
程について調査したので報告する．
ロールレタリングのはじまり
ロールレタリングは，少年院の現場において少年
への処遇の個別化が求められ，少年院の教官が少年
の処遇に対して思考錯誤していたという背景のな
かで生み出された．年（昭和年）に法務教官
である和田英隆がロールレタリングをはじめて試行
した．和田はこの時の状況を「出院間近な少年に，
母親から引き受け拒否の連絡がきた．少年の生活は，
その連絡を受けてから乱れてきた．そこでチェア・
テクニックにヒントを得て，椅子の代わりに手紙を
用い，少年が母と自分の二つの立場に立ち，往復書
簡を繰り返すという指導を実施した．その結果，少
年の心情が安定した．」と述べている．この効果
を目の当たりにした春口徳雄は，このロールレタリ
ングの理論と技法を研究し，年（昭和年）に
「ロールレタリング－自己洞察の技法として」とい
う演題で，日本交流分析学会ではじめて発表した．
ロールレタリングという名称は，ロールプレイング
から発想した造語であり，この時から用いられた．
正しくは，“  ”であろうが，現
在は造語であるロールレタリングという名称で定着
している．ロールレタリングは，その後，矯正界で
多くの実践がなされ成果をあげ，心理・教育臨床の
研究者から注目され，カウンセリングや学校教育の
場でも用いられるようになっていった．
ロールレタリングの技法と作用
ロールレタリングの技法について，春口は次の
つに大別して説明している．
 方式：個人を対象としたロールレタリング
である．対象との往復書簡による自己対決で
あり，直接的な感情対立は生じない．自己へ
の気づきを促すことをねらいとしている．
 方式：集団を対象としたロールレタリング
である．個人療法としての機能を失うことな
く集団を対象とした個別療法を一斉に行うこ
とができる．学校教育現場におけるメンタル
ヘルスや心の教育に活用できる．
 方式：告白・守秘機能の高い自己カウンセ
リングとしてのロールレタリングである．他
者に知られずに，自己の悩みを解消できる方
法として活用できる．
 方式：治療的アプローチとしてのロールレ
タリングである．精神障害のある患者への治
療方法の一つとして活用できる．
つまり，個人の悩みの解決から治療として用いる
方法まで，幅広い活用が可能なのである．また，ロー
ルレタリングの作用として，春口は次の 
項目を
あげており，このような作用によって，自己の問題
解決を促進する効果があると述べている．
 文章による感情の明確化
 自己カウンセリングの作用
 カタルシス作用
 対決と受容
 自己と他者，双方からの視点の獲得
 ロールレタリングによるイメージ脱感作

 自己の非論理的，自己敗北的，不合理的な思
考に気づく
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ロールレタリングの広がり
前述のようなロールレタリングの技法や作用が春
口によって紹介され，個人的な勉強会等が発生する
なか，年（平成 年）にロールレタリング研究
会が発足し，同年第 回ロールレタリング研究会が
開催された．これによって，ロールレタリングは全
国的な広がりをみせ，多くの実践報告がなされた．
この研究会の実績をふまえ，			年（平成年）に
は日本ロールレタリング学会が創立された ．これ
により，ロールレタリングの研究は実践主導型から
学術的な研究へと変化しつつある．ロールレタリン
グによる支援方法の有効性が，科学的な基盤をもっ
て今後さらに明らかになることによって，活用の場
は広がってくると推測される．
ロールレタリングの最近の研究動向
ロールレタリングの最近の研究動向をみるため，
日本ロールレタリング学会の第 回大会（			年）
から第 回大会（		年）で発表された研究発表す
べての内容を研究発表の要旨集から読み取り，
表 にまとめた．矯正教育に関する演題は，学校
教育に関する演題は
，援助職支援 ，その他が 
であった．矯正教育から出発したロールレタリング
が広く学校教育で用いられている様子が窺える．た
だし，矯正教育での実践はプライバシーの問題によ
り，発表が困難な場合があるため，実践数と演題数
は比例せず，実際に実践されている数は多いと予測
される．しかし，矯正教育の現場にとどまらず，さ
まざまなところでロールレタリングが導入されてい
ることは確かである．
また，ロールレタリングの用いられ方を春口の分
類でみると，一部に ・方式もあるが，ほとんど
が か 方式にあたる技法を用いている．なかで
も学校教育においては，方式が多く用いられてお
り，普段のよくある程度の人間関係のトラブル解決
や人間関係の改善のために実施されている．さらに
は，トラブルや悩みとは関係なく，死の準備教育や
道徳・国語などの教科において用いられている．こ
のように，ロールレタリングは心理技法のなかでも，
簡単な方法でどこでもできるという特性があること
からいろいろな場で活用されている．
ロールレタリングの看護への活用
幅広く応用が期待されるロールレタリングである
が，看護への活用についてはどうであろうか．表 
をみると，すでに看護学生への実施が  演題，看護
者への実施が 演題発表されている．しかし，これ
以外では現在のところ看護へのロールレタリング導
入に関する研究は見当たらない．ここで発表されて
いる内容は先駆的というべきであろう．
ロールレタリングは，特別な道具を必要としない，
どこでも一人でできる，書いた内容は自分がみせな
い限り秘密が保たれる，手紙の対象への直接的アプ
ローチはないので手紙の対象を傷つける心配はない，
という理由から，看護者や看護学生には向いている
方法だと思われる．
これから，看護に導入される上で，どのような用
い方が可能なのか，これまでの研究内容をふまえる
と，次のような可能性が考えられる．
 看護者
）看護者と患者の人間関係の改善
）看護者同士の人間関係の改善
）看護者と他の医療従事者の人間関係の改善
）看護者自身の癒し
）リフレッシュ効果
 看護学生
）看護学生と家族，友達の人間関係の改善
）看護学生と患者の人間関係の改善
）看護学生と看護者，教員の人間関係の改善
）看護学生と他の医療従事者の人間関係の改善
）看護学生自身の癒し
）学習の動機付け
人間関係の改善においては，相手を変えることは
できない．特に，患者の場合など，苦手な患者だか
らといって避けて通ることもできないし，患者に変
化を求めることもできない．この場合は，患者の立
場になって患者を理解するしかないのである．この
ような時に，患者を対象としてロールレタリングを
実施すれば，患者の気持ちが理解でき自分の行動を
改善することに役立つのではないだろうか．現場の
看護者はもちろん，看護学生が患者にうまく対応で
きない時などの指導方法として利用することも可能
である．すでに，その効果も検討	 されつつある
が，多くの事例が重ねられることによって，有効性
が明らかにされることが必要である．看護者や看護
学生と患者以外の人との人間関係においても，ロー
ルレタリングは効果をもたらすものと思われる．
さらに，ロールレタリングは自分を肯定し受容す
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るという作用があることから，自分を見失いがちな緊
張した忙しい現場にいる看護者や看護学生には癒しの
効果も期待される．また，将来の自分へ手紙を書いた
場合には，自分を見つめなおす機会になり，看護者に
は再度自分の夢を確認するリフレッシュ効果があ
ることが報告されている．看護学生の場合には，自分
の将来像を確認することで学習の動機付けになる
ことが報告されている．これについても，集団や個
別での事例を重ね今後さらなる検討が必要である．
このように，ロールレタリングは看護においては
まだまだ活用例はごく少ない状態であるが，多くの
場面で活用できる可能性があると考えられる．今後，
看護にロールレタリングが取り入れられ発展するこ
とが望まれる．
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